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薗田奈緒子
pianopiano
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2026［金・祝］

開演 TOPPAN HALL
Friday, 20 March 2026 18:00

18:00
全席指定　5,000円

U-25　2,500円
　発売：10月29日水
［会員：10月25日土］

Naoko Sonoda

Yo Kitamura

サーリアホ：ララバイ ～無伴奏チェロのための（2018）
Kaija Saariaho: Lullaby for Violoncello solo

ショスタコーヴィチ：チェロ・ソナタ ニ短調 Op.40
Shostakovich: Sonata for Violoncello and Piano in D minor Op.40

クレンゲル：チェロとピアノのためのスケルツォ ニ短調 Op.6
Julius Klengel: Scherzo für Violoncello und Klavier d-Moll Op.6

ブーランジェ：3つの小品
Nadia Boulanger: Trois pièces pour violoncelle et piano

プーランク：チェロ・ソナタ
Poulenc: Sonate pour violoncelle et piano
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　若さに似合わず、芯の通ったまっすぐな音楽を奏でるチェリ

スト、北村陽。その清々しく眩しいほどの魅力はTOPPANホール

初登場となった2024年4月のランチタイムコンサート・スペ

シャルでもはっきり感じ取れていた。「人生初となる無伴奏での

リサイタル」というホールからのリクエストを受け、J.S.バッハ

のサラバンド（第5番）、リゲティ、三善晃、コダーイという直球

勝負で真っ向から挑んできた気持ちの強さとその演奏は、多く

の聴き手を魅了したにちがいない。遠からずリサイタルを開催

したいと思っていたところ、早くもそのチャンスがやってきた。

　多くの方が、まずプログラムに目を瞠るのではないか。彼の

意思と個性がしっかり刻印されている。「このプログラム、す

ごーい！」と歓声をあげた方もいらっしゃるのではないか？　

世界の様々なチェリストが名演を披露してきたTOPPANホール

という場をおそらく強く意識しての新たな挑戦。オリヴァー・

ナッセンの追悼として書かれたサーリアホの無伴奏作品《ララ

バイ》から始まるプログラムは、前回出演したコンサートから

の継承的発展をも感じさせる。その後もショスタコーヴィチ、

クレンゲル、ブーランジェ、プーランクと、19世紀末以降の

チェロ作品を吟味しながら音楽の多様性と自身の可能性を可能

な限りここで追究したいという意欲が満ち溢れている。

　ショスタコーヴィチの若き日の名作、《チェロ・ソナタ ニ短

調》は、輝かしい成功をおさめながらもスターリン体制下のソ

連という空気の異常さを肌で感じていたであろう鋭敏な芸術家

の、瑞々しく自信と快活さに溢れながらも、怪しい影も見え隠

れする一筋縄ではいかない音楽。様々な感情の襞、ショスタ

コーヴィチ独特の複雑な精神構造や心情を鋭敏な北村がいかに

感じ取って聴かせるか期待が膨らむ。J.クレンゲルは、一般的

知名度は低いがチェロを学ぶ人にとっては比較的馴染みのある

作曲家。若くしてライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団の

首席として名を馳せた名手は、作曲家としてもチェロのための

作品を数多く残している。N.ブーランジェは近年日本でも演奏

機会の多い作曲家。本作品も比較的耳にするようになったので

説明は不要か。そして最後はプーランクの《チェロ・ソナタ》。

ピアノの名手でもあったプーランクがフルニエのアドバイスを

得ながらチェロ作品に挑んでくれたのはチェリストにとっては

大きな宝物だといえる。どれほど多様なセンスを持っているか

が詳らかになる作品だけに今回の北村の挑戦は楽しみだ。同時

にピアニストがとても大きな比重を持つ曲なので、今回彼が強

く推してきた、ベルリンで日ごろから北村と一緒に演奏し彼を

熟知している薗田奈緒子にも注目だ。

プログラミング・ディレクター　西巻正史
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